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・本特記仕様書は、道路災害復旧工事（服部永谷5号線）に適用する。
・本特記仕様書に記載のない事項については、次によるものとする。
・令和8年8月　広島県　土木工事共通仕様書、「設計図書（別冊図面、仕様書）」、「福山市建設
工事執行規則」、「福山市工事検査技術基準」
・その他関連規格類
・小黒板情報電子化を実施しない工事写真について、監督員の承諾を得る必要はないものとする。

・契約締結後14日以内に設計図書に基づいて、工程表を作成し、発注者に提出すること。工期の変
更契約についても同様とする。

・受注者は、監督員と協議し、地先住民、町内会長、土木常設員に工事着手及び工事完了の報告を
行うこと。また、工事着手に先立ち地先住民及び貸借人には具体的な施工内容、方法、時期等の説
明を行い、承諾を得ること。
・受注者は、工事着手の際に、あらかじめ沿線地権者に施工内容等についての説明を行い、承諾を
得ること。

・地権者に官地内の境界杭等の有無を確認すること。境界杭等がある場合は工事完了後、復旧する
こととし、地権者が境界杭等は無いと回答をした場合であっても、境界杭等の有無を確認しなが
ら、施工しなければならない。受注者は地権者と現地で立会を行い、境界杭等の有無、位置等の確
認を行うこととし、事前、事後に写真記録を行い、適切に管理すること。
・受注者は、工事着手に先立ち、地権者に民地への出入の位置を確認し、歩道切り下げ箇所、民地
進入路の位置や勾配について監督員と協議すること。
・受注者は、街路樹を植樹する近隣の地権者に街路樹を植樹する位置等の説明を行い、承諾を得る
こと。

・受注者は、工事開始日以降30日以内に工事着手しなければならない。

・本工事は、法定外の労災保険契約の保険料を見込んでいる。

・鉄筋コンクリート（呼び強度21及び24）の水セメント比については55％以
下、無筋構造物のコンクリート（呼び強度18）の水セメント比については
60％以下とすること。

・本工事の工期は、工事検査期間として、14日間を見込んでいる。

第4節　地権者への承諾

第5節　工事に着手すべき期日について

第6節　法定外労災保険の付保について

第2章　材料

第1節　コンクリートの配合指定

第3章　施工条件

第1節　検査期間

第2節　交通誘導警備員

第3節　地元への周知

特記仕様書

第1章 総則

第1節 適用

第2節　工程表の提出について



1 片側交互通行及び通行止め等の交通制限を行う場合は、関係官公署の許可条件を遵守し、関係機
関との協議を十分に行うこと。また、地域の地元関係者等周辺を利用する市民への周知徹底を図
り、安全かつ円滑な交通を確保して事故発生の無いように努めること。
2 作業現場、作業用地内の整理整頓に留意して必要な安全施設の設置等を行い、関係者以外の立入
りを禁止して危険防止に努めること。
3 本工事における交通誘導員は、交通誘導警備員Bを見込んでいる。尚、交通誘導警備員の実施伝票
は原本を提出すること。
4  本工事において交通誘導警備員の積上げ人数は、交通誘導警備員の対象となる施工量に対し作業
日当たり標準作業量から必要な人数を見込んでいる。したがって、正当な理由がある場合を除き、
施工実績等による交通誘導員の積上げ人数の増員に対する変更は行わない。
5  受注者は、工事着手に先立ち、交通誘導警備員の配置計画（配置日数及び配置場所）を作成し、
監督員と協議すること。

・本工事に伴う以下の内容の仮設工は、積算用参考図に見込んでいる。なお、積算用参考図は任意
仮設の積算内容を示したものであり、工事目的物を完成させるための一切の手段については、受注
者の責任において定めるものとする。
・内容：工事箇所までの仮設道路

・本工事では、土砂購入を見込んでいる。
・当該工事に使用する購入土は、建設発生土処分先一覧表に掲載された建設発生土リサイクルプラ
ントが製造した処理土（改良土を含む。）を使用するものとする。積算にあたっては、運搬費と処
理土購入費（工場渡し）の合計が最も経済的になるものを見込んでいる。したがって、正当な理由
がある場合を除き購入土に要する費用（単価）は変更しない。
・上記により使用することとしている処理土について、何らかの事情によりその使用が困難である
場合は、設計図書の内容について監督員と協議すること。
・使用する処理土がセメント及びセメント系固化材を使用した改良土の場合、「セメント及びセメ
ント系固化材を使用した改良土の六価クロム溶出試験実施要領（案）」に基づき、建設発生土リサ
イクルプラントから試験結果の提示を受けるとともに、施工後に六価クロム溶出試験を実施し、試
験結果（計量証明書）を提出するものとする。

(1)工事受注者は、工事着手前に、次の書類を本工事の監督員に提出すること。なお、建設発生土に
ついては、処分先の現地確認写真を提出すること。
1 建設廃棄物処理計画書
・廃棄物処理業者（収集及び運搬）の許可証の写し（許可車両の自動車登録番号一覧及び自動車検
査証の写しを含む）
・廃棄物処理業者（中間処理・最終処分）の許可証の写し（再生資源化施設にあっては、それを示
す書類を含む）
・運搬ルート、処分場の位置、事業の範囲、処理能力及び処理方法を明示したもの
・各処分場の現地確認写真
・建設工事の受注者と処理業者（収集、運搬、中間処理・最終処分・再資源化施設）との二者の業
務委託契約書の写し
2 再生資源利用計画書
3 再生資源利用促進計画書
(2) 工事受注者は、「再生資源利用計画書」、「再生資源利用促進計画書」及び「建設廃棄物処理
計画書」に従い建設廃棄物及び特定建設資材廃棄物が適正に処理されたことを確認し、工事完成時
に次の書類を監督員に提出すること。なお、建設発生土については、処分先への搬入状況の写真を
添付すること。
1 再生資源利用実施書
2 再生資源利用促進実施書
3 建設廃棄物処理実施書
・マニフェスト（産業廃棄物管理票）の写し及び再生資源化に係るものについては受入伝票の写し
（マニフェストは原則として環境省が示す全国統一のマニフェストを使用する。）
・収集及び運搬の写真並びに中間処理場及び最終処分場（直接最終処分の場合のみ）への搬入状況
の写真

第5節　建設副産物について

第6節　建設発生土（搬出）（建設発生土リサイクルプラント、建設発生土受入地又は建設発生土受入
地（一時たい積））

第4節　購入土（搬入）（建設発生土リサイクルプラントが製造した処理土）

第3節　任意仮設



・当該工事により発生する建設発生土は、公の関与する埋立地、建設発生土処分先一覧表に掲載さ
れている建設発生土リサイクルプラント、建設発生土受入地又は建設発生土受入地（一時たい積）
のいずれかに搬出するものとする。また、搬出先として、運搬費と受入費（平日の受入費用）の合
計が最も経済的になる建設発生土リサイクルプラント、建設発生土受入地又は建設発生土受入地
（一時たい積）を見込んでいる。したがって、正当な理由がある場合を除き残土処分に要する費用
（単価）は変更しない。なお、工事発注後に明らかになったやむを得ない事情により、建設発生土
処分先一覧表に掲載されている建設発生土リサイクルプラント、建設発生土受入地又は建設発生土
受入地（一時たい積）への搬出が困難となった場合は、監督員と受注者が協議するものとする。
・搬出先においては、処分状況が確認できるよう、写真撮影を行うとともに、数量等が確認できる
ように計量伝票等を監督員に提出すること。
・実施伝票は原本を提出すること。

・建設リサイクル法対象工事（請負代金額500万円以上）の場合、「建設工事に係る資材の再資源化
等に関する法律」を遵守し適正に処理すること。また、法第12条第2項に基づき、法第10条第1号か
ら第5号までに掲げる事項について下請負人に告知する場合は、告知書の写しを監督員に提出するこ
と。
・特定建設資材廃棄物は、「廃棄物の処理及び清掃に関する法律」（以下「廃棄物処理法」とい
う）を遵守し、適正に処理しなければならない。
・特定建設資材廃棄物は、広島県（環境局）及び保健所設置政令市（広島市、呉市、福山市）が、
廃棄物処理法に基づき許可した適正な施設へ搬出し再資源化しなければならない。
・再資源化に要する費用（運搬費を含む処分費）は、広島県（環境局）及び保健所設置政令市（広
島市、呉市、福山市）が廃棄物処理法に基き許可した適正な施設のうち受入条件が合うものの中か
ら、運搬費と受入費の合計が最も経済的になるものを見込んでいる。従って、正当な理由がある場
合を除き再資源化に要する費用（単価）は変更しない。なお、工事発注後に明らかになったやむを
得ない事情により、施設への受入が困難な場合は監督員と受注者が協議するものとする。
・搬出先においては、処分状況が確認できるよう、写真撮影を行うとともに、数量等が確認できる
ように計量伝票等を監督員に提出すること。

・マニフェスト（産業廃棄物管理票）の写し及び再生資源化に係るものについては受入伝票の写し
（マニフェストは原則として環境省が示す全国統一のマニフェストを使用する。）

・令和8年8月広島県土木工事共通仕様書で使用を義務づけている排出ガス対策型建設機械において
は、第三次基準以上の建設機械の使用に努めること。なお、使用する排出ガス対策型建設機械につ
いて、基準値による設計変更は行わない。

・本特記仕様書及び設計図書に明示していない事項または、その内容に疑義が生じた場合は、監督
員の指示を受けること。

本工事は、福山市週休２日適用工事の実施について対象外とする。

第2節　福山市週休２日適用工事について

第7節　特定建設資材廃棄物（アスファルト塊、コンクリート塊等）

第8節　排出ガス対策型建設機械の使用促進

第4章　その他

第1節　その他項目
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≒ 0.6 m3 
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平面図、縦断図、横断図
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服部永谷５号線

福山市駅家町地内

原図サイズ：A1

復旧延長　L=7.2m

H
＝

5
.
53

H
＝
5
.8
3

H
=
6
.
0
4

200

3.8

3.8

3.8

6.07

SL＝
6.40

SL＝
6.64

界

界

界



２号小口止工１号小口止工

FH= 4.000

FH= 10.030

FH= 10.540

FH= 4.000

施工基面　FH=4.800

VPφ150　１箇所/7m2

σck=18N/mm2

σck=18N/mm2

控長35cm

裏込砕石

裏込コンクリート

胴込コンクリート

吸出防止材

水抜きパイプ

良質土又は地山

基礎工

コンクリートブロック

数　量

5.00

1.60

型　　枠

数量表

種　別

コンクリート

規　格

m2

m3

基礎砕石 7.80 m2

10m当り

RC-40
t=100

σck=18N/mm2

H
=
5
.
8
3

S
L
＝
6
.
4
0

σck=18N/mm2
天端コンクリート

1:0.5

コンクリートブロック積工

S=1:50

１号小口止工

S=1:50

２号小口止工

S=1:50

舗装構成

S=1:10

（アスファルト舗装工）

表層　(再生密粒度アスコン)

路盤　(再生粒度調整砕石 RM-30) 1
0
0

5
0

プライムコート(1.2L/m2)

コンクリートブロック積　展開図

S=1:50

基礎工

S=1:50

H
=
6
.
0
4

S
L
＝
6
.
6
4

H
=
5
.
5
3

S
L
＝
6
.
0
7

m2

面積

コンクリート
m3

8.783＋7.20×0.30
型枠

8.783

10.943

8.783×0.30

m2

1号小口止工

＝

0.95×5.74+(1.005+0.25)×4.41÷2+(0.865+0.745)×0.70÷2

＝ 2.634

＝ m2

面積

コンクリート
m3

7.434＋6.63×0.30
型枠

7.434

9.423

7.434×0.30

m2

2号小口止工

＝

0.95×5.23+(0.867+0.21)×3.59÷2+(0.825+0.696)×0.70÷2

＝ 2.230

＝
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構造図
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以下 参考図書 























































































KBM

T.2

T.3

T.1 9.674

5.064

12.042

H=10.000

12.57

12.66

12.74

12.54

12.43

12.29

12.32

12.12

12.06

12.24

12.36

11.92
11.49

11.19
10.90

10.78

10.64

10.69

10.69

11.41 9.57

8.10
7.03

5.24

5.21

5.02

4.99

4.97

5.63

10.40

10.44

10.44 10.05

10.04

10.02

9.80 9.53

7.12

6.19

S
E
C
T.
0
.
0

工
事
起
点

S
E
C
T.
3
.
0

S
E
C
T.
7
.
2

工
事
終
点

3.0m 4.2m

復旧延長　L=7.2m

平面図　S=1:250

参考図　S=1:100

敷鉄板(t=22,1219×2438) N=20,大型土のう N=37袋,A=44.0m2
工事用道路　L=24.0m

現況道路

現況法尻DL=5.000

m2

面積

大型土のう
袋

44.0

44.0÷(1.08×1.10)

大型土のう工

1.0×6.0+2.0×19.0

＝ 37.0

＝
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仮設参考図
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大型土のう　N=37袋,　A＝44.0m2

6.0 19.0
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